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第２学年 算数科学習指導案 

指導者 千葉市立都小学校   高井 淳 

研究主題（市教研算数部会主題） 

基礎・基本を身につけ、論理的に考え、進んで表現し合う子どもを育てる算数学習のあり方 

１ 単元名  かけ算（１） 

２ 単元について 

 （１）学習内容 

 ２年生になって児童がいちばん楽しみにしている学習は「かけ算」であり、２年生の算数の学習の中

で最も重要な学習といっても過言ではない。そして、「かけ算」の学習では、九九を覚えることに意識が

おかれることが多い。かけ算九九を覚えることは、今後の算数学習での技能面を支える柱であり、かけ

算九九ができるかどうかで３年生以降の学習内容の習得や学習意欲につながる重要事項である。しかし、

いくらかけ算九九を覚えても、かけ算の意味やかけ算の用いられる場合がどのようなときなのかをしっ

かりと理解していなくては意味がない。かけ算が用いられる場合は１つ分の大きさが決まっているとき

に、そのいくつ分かに当たる大きさを求めるときである。児童はこれまでに、ものの個数について２と

びや５とびの能率的な数え方や同じ数ずつの３口のたし算などの乗法の素地となる経験をしてきている。

また、１０や１００のまとまりを作ることで大きさを求めやすくしてきた。しかし、かけ算の意味やか

け算が用いられる場合を正しく理解すれば、１０や１００のまとまりを作らなくても「何個のいくつ分」

という考えで、全体の大きさが求められることに気づいたり、８は「２こが４つ分」というように数の

構成を再認識できたりする。このように数の数え方の見方を広げたり、数への感覚を豊かにしたりする

こともかけ算の学習では、重要な事柄だと考える。かけ算の意味理解をしっかりと児童に身につけさせ

たうえで、かけ算九九を自ら構成していきながら、かけ算九九を習得していくことが大切である。本単

元では、基準量のいくつ分という見方を養い、かけ算の意味理解をしっかりと理解させたうえで、かけ

算九九の５、２、３、４の段を学習する。考える場面では数図ブロックを使った作業的な算数的活動を

重視して、かけ算の意味理解を図っていきたい。 

 本時では、遊園地の乗り物に乗っている人数を調べるという活動を通して１つ分の大きさがいくつ分

という見方を養っていくことをねらいとする。ただ、乗り物の人数を調べる活動だと人数の総数に目が

向きやくなってしまうので、遊園地の絵の提示の仕方を工夫することで、１つ分の大きさに目が向くよ

うにしたい。また、１つ分の大きさが異なる乗り物に乗っている人数を数えることと１つ分の大きさが

同じ乗り物に乗っている人数を数えることを比較することで、「同じ数の集まり」の良さに気づけるよう

にさせたい。普段より、グループや全体への発表などの伝え合い活動をしており、その中で「わかろう

として聞く」「わかるように話す」ということを大切にして指導している。そのような活動を積み重ねる

ことで、問題解決に対して、２年生なりに建設的な伝え合いを行うことができ、相手に認めてもらうこ

とで自信を持って発表することができると考える。 

 伝え合い活動を行うには、自分の考えがノートに書いてある方が進めやすい。そこで、４月にノート

の記入の仕方を全員で確認した。しかし、それでも２年生という発達段階を考えると自分の考えをノー

トに書くことは難しい。そこで、自分の考えを分かりやすくノートに書いている児童のノートを教室に

掲示し、書き方の手本となるようにした。また、どんなことが書いてあるとよいのか朱書きし、書き方

の参考となるようにした。 
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（２）既習との関連 

１年 

 

 

２年 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

○かけ算に関心をもち、身の回りからかけ算で表せる数量の場面を進んで見つけようとしている。 

                                 （関心・意欲・態度） 

○かける数が１増えると積はかけられる数だけ増えることを使って、九九を構成することができる。 

（数学的な考え方） 

○かけ算の式に表したり、九九を唱えたり、それを適用して問題を解くことができる。   （技能） 

○記号「×」や用語「かけ算」「～ばい」の意味、単位とする大きさのいくつ分かを求めるときにかけ

算を用いればよいことがわかる。                        （知識・理解） 

４ 単元指導計画（全１８時間扱い） 

時 小単元 学習内容と活動 指導や支援の手立て（◇は評価） 

１ 

（本時） 

かけ算のしき ・乗り物に乗っている人の人数を数図ブ

ロックや式を用いて調べる。 

・同じ人数ずつ乗っている乗り物の数え

方を知り、「何人（何個）のいくつ分」

という表し方を知る。 

・１つ分の大きさとそれがいくつ分

かを考えて全体の大きさをとらえ

られるように指導する。 

◇「１つ分の大きさ」が「いくつ分」

という見方について理解すること

ができる。   【知識・理解】 

２ 

・問題文から「４人の３台分」をとらえ、

かけ算の意味と式のかき方を知り、４

×３の答えの求め方を考える。 

・数図ブロックの操作を通して基準

量の「いくつ分」になるかを確認

する。 

◇かけ算の意味とかけ算の式につい

て理解している。  【知識・理解】 

３ 

・問題文から「何㎝のいくつ分」かを考

え、かけ算の式にかき、５×４の答え

の求め方を考える。 

・基準量が何であるかをしっかりと

とらえさせ、答えを累加の考え方

で求めることを確認する。 

◇かけ算を用いられる場面を式にか

き、その答えを累加で求めること

ができる。       【技能】 

４ 
・長さをもとに、「倍」の意味とかけ算

について考える。 

・長さを使うことで、連続量でもか

け算で表せることを確認する。 

おなじ かずずつ 
○かけ算とわり算の素地 

かけ算（１） 
○かけ算の意味 
○５、２、３、４の段の九九 

かけ算（２） 
○かけ算の意味○６、７、８、９、１の段
の九九 

九九のきまり 
○九九の表の構成と考察、乗法の交換法則 
○簡単な２位数と１位数との乗法 
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◇倍の意味について理解することが

できる。     【知識・理解】 

５ 

かけ算の九九 ・１台分から４台分までの乗れる人数を

かけ算の式にかき、ブロックを使って

答えを求める。 

・答えがいくつずつ増えているかを調

べ、５の段の九九を構成する。 

◇乗数が１ずつ増えると答えは５増

えることを使って、５の段を構成す

ることができる。【数学的な考え方】 

６ 
・５の段の九九の唱え方を知り、唱える。 

・九九のカードを作成し、練習する。 

◇５の段の九九の唱え方を知る。 

【知識・理解】 

７ 
・題意をつかみ、かけ算の式にかき、答

えを求める。 

◇５の段の九九を用いて解くことが

できる。        【技能】 

８ 

・１台分から４台分までの乗れる人数を

かけ算の式にかき、ブロックを使って

答えを求める。 

・答えがいくつずつ増えているかを調

べ、２の段の九九を構成する。 

・２の段の唱え方を知る。 

◇乗数が１ずつ増えると答えが２ず

つ増えることを使って、２の段の

九九を構成することができる。 

        【数学的な考え方】 

９ 

・題意をつかみ、かけ算の式にかき、答

えを求める。 

・２の段の九九のカードを作成し、練習

する。 

◇２の段の九九を用いて解くことが

できる。        【技能】 

１０ 

・１台分から４台分までの乗れる人数を

かけ算の式にかき、ブロックを使って

答えを求める。 

・答えがいくつずつ増えているかを調

べ、３の段の九九を構成する。 

・３の段の唱え方を知る。 

◇乗数が１ずつ増えると答えが３ず

つ増えることを使って、３の段の

九九を構成することができる。 

        【数学的な考え方】 

１１ 

・題意をつかみ、かけ算の式にかき、答

えを求める。 

・３の段の九九のカードを作成し、練習

する。 

◇３の段の九九を用いて解くことが

できる。        【技能】 

１２ 

・１台分から４台分までの乗れる人数を

かけ算の式にかき、ブロックを使って

答えを求める。 

・答えがいくつずつ増えているかを調

べ、４の段の九九を構成する。 

・４の段の唱え方を知り、唱える。 

◇乗数が１ずつ増えると答えが４ず

つ増えることを使って、４の段の

九九を構成することができる。 

        【数学的な考え方】 

１３ 

・題意をつかみ、かけ算の式にかき、答

えを求める。 

・４の段の九九のカードを作成し、練習

◇４の段の九九を用いて解くことが

できる。        【技能】 
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する。 

１４ 

・場面を数図ブロックで表し、「何個の

いくつ分」かを明らかにし、式と答え

を求める。 

◇基準量が後に示された適用題を解

くことができる。    【技能】 

１５ 

・絵から基準量が何かをみつけ、問題の

カードの□にあてはまる数を考える。 

・身の回りからかけ算になる問題を見つ

け、発表しあう。 

◇進んでかけ算の問題づくりをしよ

うとしている。【関心・意欲・態度】 

◇かけ算の問題を正しく作ることが

できる。        【技能】 

１６ れんしゅう ・練習  

１７ たしかめ道場 ・学習内容の自己評価  

１８ ふくしゅう ・既習内容の確認  

５ 本時の指導 

（１）検証の視点 

仮説１（基礎・基本を身につける算数的活動の工夫） 

学習のねらいや児童の実態に応じた算数的活動を工夫すれば、子どもは進んで学び、基礎・基本を身

に付けるだろう。 

本時の学習のねらいは、「１つ分の大きさ」が「いくつ分」あるかを数えることで全体の大きさが分

かるということを理解することである。つまり、かけ算が用いられる１つ分の大きさが同じで、それが

いくつ分かあるときに、その全体の大きさを求める（１単位が aである量がｎ単位あるときの全体の量

a×n）場合についての理解である。したがって、「１つ分の大きさ」が「いくつ分」あるかという見方

を捉えることと「同じ大きさの集まり」に着目させるこうと、それが、「いくつ分」あるのかをはっきり

と意識づけることが重要になってくる。 

○「１つ分の大きさ」が「いくつ分」あるのかを意識させるための支援 

 遊園地の絵（すべての乗り物に乗っている人の様子がわかるもの）を見せて人数を調べるという活動

では、どうしても乗り物に乗っている人数の総数に意識がいきやすい。また、１０００までの数を学習

しているので１５や１２になどの数に、ブロックを置いて数えるということに抵抗がある児童もいると

考えられる。そこで、「１つ分の大きさ」と「いくつ分」に意識がいくようにあえて遊園地の乗り物の絵

に隠れている部分（ジェットコースターの何台かはトンネルの中など）をつくっておく。そうすること

で、ジェットコースターが何台あるのか（いくつ分）に目が向くようになると考える。数図ブロックを

使って、その状況を再現したり、式や言葉を使って論理的に考えたりする活動を通して、１台に乗って

いる人数と何台あるかが分かれば全体の大きさが分かるということを理解することで、「１つ分の大きさ」

が「いくつ分」あるのかということを意識すると考える。 

○「同じ大きさの集まり」であることの良さに着目するための支援 

「同じ大きさの集まり」であることの良さに着目するためには、１つ分の大きさが同じときに数えやす

いということを感じさせる必要がある。そこで、ジェットコースターやコーヒーカップなどの１つ分の

大きさが同じだったものを数えた後で、１つ分の大きさが異なる観覧車の人数を数える活動を取り入れ

る。観覧車の人数を数えるのは、ジェットコースターやコーヒーカップの人数を数えるのと比較して、

数えづらいことが理解できるだろう。なぜ、数えづらいのかということを話し合い、数えづらい原因が

１つ分の大きさが異なっていることに気づくことで、児童は同じ大きさの集まりの良さに着目すると考

える。 
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○考えを表現するための支援 

児童のなかには、考え方がわかってもそれをどのように表現したらよいのかわからない子もいる。そ

のような児童のために、ヒントカードを用意し、考えを表現するための拠り所とする。それぞれが、自

力解決で考えをしっかりと表現できれば、比較検討に自信をもって臨めると考える。 

発表する際には、本校で取り組んでいる「算数における児童の説明の仕方についての指標」（別紙参照）

から、具体的に児童に使わせたい言葉（表現の仕方）を教室に掲示しておき、意識的にそれらの言葉を

使っていけるように指導したい。 

 

（２）本時の目標 

 「１つ分の大きさ」が「いくつ分」という見方について理解する。 

（３）本時の評価規準 

 ○数図ブロックや式、言葉を使って数を進んで数えようとしている。     【関心・意欲・態度】 

○具体的な操作を通して、全体の大きさが「１つ分の大きさ」が「いくつ分」で数えられることを理

解することができる。                         【数学的な考え方】 

（４）本時の展開（１／１８） 

過程 時配 主な学習内容と活動 指導や支援の手だて（評価は◇） 

 

 

 

 

 

問 

題 

把 

握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

力 

解 

決 

 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

１ 問題の場面をつかむ。 

○遊園地の様子の掲示を見て気づいたことや思

ったことを発表する。 

・たくさん乗り物があります。 

・子どもがたくさん乗っています。 

２ 課題をつかむ。 

 

 

 

・数えられる乗り物と数えられない乗り物があ

ります。 

・ゴーカートに乗っているのは、１０人です。 

 

 

３ 解決への見通しを立てる。 

・1台に５人のっているよ。 

・ジェットコースターが何台なのか分かればよ

さそうだ。 

４ 実際にブロックを並べてみたり、式や言葉

を使って数を調べる。 

○ブロックを使って調べる。 

 

○遊園地の絵を見て自由に発表させ、乗

り物に乗っている人数に目を向けさ

せる。 

 

 

○すべて乗っている様子が見えている

乗り物と隠れている部分があるので

乗っている人数が分からないことを

確認する。 

○ゴーカートの絵の上にブロックを置

き、人数を確認させる。 

 

 

 

○ジェットコースターの隠れている部

分を動かし、ジェットコースターが何

台あればよいかがわかればよいこと

に気づかせる。 

○ヒントカードを用意し、つまずいてい

る児童には参考にさせる。 

ヒントカード① 

無人のジェットコースターの絵を用意

し、そこにブロックを人数分おいていけ

るようにしておく。 

のりものにのっている人数の数えかたを考えよう 

のりものにのっている人数を調べ

ましょう。 
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比 

較 

・ 

検 

討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

 

・５こが３つあるから１５で１５人だ。 

・５とびで数えると５、１０、１５。１５人だ。 

○式で考える。 

・1台に５人乗っていて、3台だから 

５＋５＋５＝１５    答え１５人 

○言葉で考える。 

・１台に５人乗っているから ２台で１０人 

              ３台で１５人 

５ 全体の場で発表する。 

・ブロックを使って調べたら、5 個のかたまり

が３つありました。5 のかたまりが３つなの

で、１５個です。だから、１５人です。 

・ぼくは式を考えました。１台に５人が乗って

いて、それが３台だったので、 

５＋５＋５＝１５で、答えは１５人です。 

６ 別の乗り物の人数も数える。 

○コーヒーカップと観覧車に乗っている人数を

それぞれ調べる。 

・コーヒーカップは、３人の４つ分だから１２

人です。 

 

３個が４つ分で１２       答え１２人 

・観覧車は人数がばらばらに乗っているから数

えづらいな。 

 

     答え１４人 

７ ブロックを操作して、数づくりを行う。 

① ３個の４つ分 

② ６個の３つ分 

８ 本時のまとめと振り返りをする。 

 

 

 

○感想をノートに書き、発表する。 

ヒントカード② 

穴埋め式のワークシートを用意する。 

ジェットコースター１台に５人乗っ

ているので     ２台で□人 

          ３台で□人 

◇数図ブロックや式、言葉を使って数を

進んで数えようとしている。      

【関心・意欲・態度】 

○説明をする際は、児童に使わせたい具

体的な言葉（別紙参照）を意識的に使

うように声をかける。また、使えてい

る児童を賞賛する。 

○「何人（何個）のいくつ分」という言

葉を取り上げ、同じ大きさがいくつ分

という見方を捉えさせる。 

 

○コーヒーカップや観覧車の絵も隠れ

ている部分があり、ジェットコースタ

ーと同じように考え、１台に乗ってい

る人数と何台分あるかに着目すれば

よいということを確認する。 

◇全体の大きさが「１つ分の大きさ」

が「いくつ分」で数えられることを理

解することができる。 

 【数学的な考え方】 

○観覧車は１台に乗っている人数がば

らばらなので、ジェットコースターや

コーヒーカップのように数えられな

いことをおさえ、１台の人数が同じほ

うが数えやすいことを感じさせる。 

○できているか隣同士で確認させる。 

 

何人（何個）のいくつ分で数えればすぐに数えることができる。 

同じ数ずつだと数えやすい。 


